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新年明けましておめでとうございます。旧年中は大変お世話になりました。本年もよろしく

お願い申し上げます。

さて、弊法人では、毎年、年度方針発表大会を行っております。法人と個人で今年は何を行

うのか目標を設定し、発表を行います。弊法人の今年の年度方針は、「立志照隅 自己の美徳

を輝かせ 問題課題を克服することで 社会を明るく照らす」としました。今年は、コロナ禍

の中、社会がどのように変容するのか不透明な部分がございますが、社員一人一人が自分自身

の美徳（強み）を再認識して、その美徳をより輝かせ、法人全体が成長していき、最終的には、

社会を明るく照らしていけるようになろうというものです。多様なご相談に対応できるだけの

知識と人間力を高め、より魅力的な人間となれるように社員一同精進してまいります。

法エールは、今年で１２年目を迎えます。毎回、法エールをお読みいただきましてありがと

うございます。少しでも有益な法的情報を提供すべく今年も取り組んで参りますので、何卒宜

しくお願い致します。

（代表社員 井上 勉）

ご挨拶

～表題部所有者不明土地問題～

昨今の報道などにおいて、我が国では、所有者が直ちに判明しない、又は判明しても所有者

に連絡がつかない土地、いわゆる「所有者不明土地」が全国的に増えていることが取り上げら

れています。所有者不明土地が生じる要因としては、長期間相続登記手続きがなされていなかっ

たり、所有者が長期間海外在住でその後の所在が分からなくなったり、また、そもそも、登記

事項証明書（登記簿謄本）の記載が正確でなかったために手続きができないなどが挙げられま

す。

そこで今回から、その要因の一つである「表題部所有者不明土地」の問題と、その問題を解

消するための法律（表題部所有者不明土地の登記及び管理の適正化に関する法律の概要）につ

いてご紹介いたします。
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１．表題部所有者不明土地とは

法務省のホームページによると、旧土地台帳制度下における所有者欄の氏名・住所の変則的

な記載が、昭和３５年以降の土地台帳と不動産登記簿との一元化作業後も引き継がれたことに

より、表題部所有者（所有権の登記（権利部）がない不動産について、登記記録の表題部に記

録される所有者）欄の氏名・住所が正常に記録されていない登記となっている土地となり、そ

れがそのまま解消されていない土地が全国に多数存在しているとされています。その割合とし

ては、約１％存在しているとの調査結果です。

なお、変則的な記録の例としては、以下のような記録が挙げられます。

・住所の記載がなく、氏名のみ

・住所が途中まで（大字〇〇）の記載となっており、地番の記載がない

・共有者の名前が記載されていない（Ａ外〇名）

２．表題部所有者不明土地の問題点

表題部所有者不明土地は、いわゆる所有者不明土地の中でも、氏名や住所の記録が無いため、

戸籍や住民票等による所有者調査の手掛かりがなく、所有者の発見が特に困難となっています。

このため、自治体における用地取得や民間取引において相手方が全く分からず、これらの手続

きの大きな阻害要因となっています。

また、表題部所有者不明土地を解消するためには、歴史的な文献（例えば、お寺の過去帳や

地域に関する歴史書等）を調査したり、その土地の経緯を知る近隣住民からの聞き取りを行う

などにより所有者を特定する必要があります。しかし、今後歴史的資料の散逸や過疎化等地域

コミュニティの衰退により、所有者の特定がますます困難となるおそれがあります。

３．「表題部所有者不明土地の登記及び管理の適正化に関する法律」の成立

そこで、そのような土地に対応するため、令和元年５月１７日に「表題部所有者不明土地の

登記及び管理の適正化に関する法律」が成立し、同年５月２４日に公布されました。

この法律は、権利関係の明確化と適正な利用を促進するという観点から、以下の制度が創設

されました。

（１）表題部所有者不明土地について所有者の探索の制度（令和元年１１月２２日施行）

（２）探索の結果を登記簿に反映させるための特例（令和元年１１月２２日施行）

（３）所有者等を特定することができなかった土地の管理制度（令和２年１１月１日施行）

次回からは、これらの制度についてご説明いたします。
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≪事案の概要≫

Ａは、平成１５年８月２９日、Ｂ（銀行）に普通預金口座を開設し、その際、Ｂに印鑑届書を提

出した。

Ａは、平成１６年１月２８日に死亡した。その法定相続人はＡの子であるＣほか３名であった。

Ａの平成１５年８月２９日付けの遺言書による遺言は、本件預金口座の預金のうち１億円をＣに

相続させるというものであった。

Ｃは、他の共同相続人とのＡの遺産をめぐる紛争に関して、Ａの印鑑届出書の開示を受ける必要

があるとし、当該印鑑届書の情報は、個人情報の保護に関する法律（以下、「法」という。）法２

条７項に規定する保有個人データに該当すると主張して、法２８条１項に基づき、Ｂに対して当該

印鑑届書の写しの交付を求めた。

原審は、本件印鑑届書の情報は、Ａの相続人等として上記預金契約上の地位を取得したＣに関す

るものとして「個人に関する情報」に当たると判示した。

これに対して、Ｂが上告したのが本件である。

≪事案の争点≫

ある情報が、保有個人データに該当するというためには、少なくとも開示請求者に関するものと

して法２条１項にいう「個人に関する情報」に当たることが必要であるところ、本件では、本件印

鑑届書の情報がＣに関するものとして、上記「個人に関する情報」に当たるか否かが争われている。

≪裁判所の判断≫

破棄自判（Ｂの勝訴）。

ある情報が特定の個人に関するものとして法２条１項にいう「個人に関する情報」に当たるか否

かは、当該情報の内容と当該個人との関係を個別に検討して判断すべきである。

したがって、相続財産についての情報が被相続人に関するものとして生前に法２条１項にいう

「個人に関する情報」に当たるものであったとしても、そのことから直ちに、当該情報が当該相続

財産を取得した相続人等に関するものとして「個人に関する情報」に当たるということはできない。

本件印鑑届書にある銀行印の印影は、ＡがＢとの銀行取引において使用するものとして届け出ら

れたものであって、ＣがＡの相続人等として本件預金口座に係る預金契約上の地位を取得したから

といって、上記印影は、ＣとＢとの銀行取引において使用されることとなるものではない。

≪コメント≫

Ｃとしては、Ａの預金口座に関する権利を相続した以上、その預金口座についての情報は、全て

Ｃの個人情報になると考えていたと思われますが、最高裁判所は、ＣがＡから相続した預金口座に

ついての情報であっても、その情報が、Ｃと金融機関との間の取引で使用される等の事情が無けれ

ば、それはあくまでＡの個人情報であって、Ｃの個人情報ではないと考えたのです。

当法人では、相続登記や遺産承継業務なども承っております。詳しくは、お近くの事務所までお

問い合わせください。

＜個人情報の保護に関する法律＞

第２条１項

この法律において「個人情報」とは、生存する個人に関する情報であって、次の各号のいずれかに該当するものをいう。

（以下、略）

第２８条１項 本人は、個人情報取扱事業者に対し、当該本人が識別される保有個人データの開示を請求することができる。

（以下、略）

裁判例紹介 保有個人情報開示請求事件
（最高裁判所平成３１年３月１８日第一小法廷判決）
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当法人では、継続的な相談にも対応できるよう、顧問契約の締結を行っています。

会社・個人問いません。詳しくはお近くの事務所までお気軽にお問い合わせください。

～寄り添う支援で笑顔ふたたび～
当法人は、「ＮＰＯ法人身近な犯罪被害者を

支援する会」との連携を図っています。

ご質問、ご相談等ございましたら、当法人もし

くは下記までご連絡ください。

TEL ０９６－３４１－８２２２

FAX ０９６－３４１－８３３３

お知らせ

命の絆・大切に、輝く命・永遠に
当法人は、「一般社団法人命の尊厳を考える会」

との連携を図っています。

ご質問、ご相談等ございましたら、当法人

もしくは下記までご連絡ください。

TEL ０９６－３３７－１２５１

FAX ０９６－３３７－３３５５

現 在 、我 が 家 で は 将 棋 ブ ー ム が 到 来 して お り 、４歳 ６歳 の 息 子 と毎 日 将 棋 で 遊

ん で お り ま す 。私 は 今 ま で 将 棋 の 駒 の 動 か し方 す ら 知 ら な か っ た た め 、一 か ら

ル ー ル を 覚 え て い る と こ ろ で す 。駒 を 何 とか 動 か せ る よ う に な っ て も 、先 の 手 を

読 む とい う こ とが と て も 難 し く、一 向 に 強 くな り ま せ ん 。しか し 、い くら 初 心 者 とは

い え 、幼 児 に 負 け る わ け に は い き ま せ ん 。息 子 達 に 闘 い を 挑 ま れ て は 、親 の 威

厳 を 保 つべ く、四 苦 八 苦 して い る毎 日 で す 。

（龍 田 事 務 所 司 法 書 士 野 口 芽 久 美 ）

司法書士日記


